
様式１ 

令和５年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

東京都 

行 事 名 称 第70回文化財防火デー 消防演習 

実施期間・日時 令和６年１月２６日（金） １０：３０～１１：００ 

実 施 場 所 安養院（板橋区東新町二丁目３０番２３号） 

主 催 者 安養院・板橋消防署 

■実施内容 

訓練の想定 

 安養院本堂南側から出火し、自衛消防隊の消火にも関わらず火災が延焼拡大したもの。 

訓練の内容 

安養院職員による火災発見、通報、避難誘導、初期消火（消火器・屋外消火栓）、文化財（模擬）の搬出を実

施。安養院自衛消防隊、消防署、消防団による一斉放水訓練を実施。 

参加者及び役割分担 

安養院職員  （８名）：１１９番通報、初期消火、避難誘導、重要物品の搬出、放水訓練 

板橋消防署 （３０名）：全体統括、放水訓練、講評 

板橋消防団 第６分団（３名）：放水訓練 

特に工夫した点 

 自衛消防隊は、安養院に設置されている屋外消火栓を利用し、消防隊・消防団と共に放水訓練を実施した。 

文化財の大切さと消防隊・消防団・自衛消防隊の活動について知ってもらえるよう、地元の町会・保育園児を招

き、広報を実施した。 

問題点・課題 

 文化財防火デーの認知度が低く、見学の住人も少ないことから今後更なる広報が必要である。 

その他 

 １月２７日の東京新聞朝刊と Web版に本演習の記事が掲載され、広報効果を高めることができた。 

４月１０日発売のJレスキュー５月号(雑誌)にも掲載予定。 

訓練風景 

 

  
        

  
    


